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＊ＹＯＳＨＩＡＫＩ　ＭＡＳＵＯ（増尾好秋）；ＧＵＩＴＡＲ　
　1946年東京生まれ。日本のＪＡＺＺの草分け；ジャズピアニスト増尾博の長男。1965年早大文学部入学。モダンジャズ研究会に在籍。1年先輩に鈴木良雄（ｂ）同期にタモリがいた。1年の早稲田祭に渡辺貞夫と
共演。1967年渡辺貞夫グループに正式に迎えられ、大学3年でプロ入り。同グループに3年間在籍し、ヨーロッパ・米国ツアーも同行。1971年、ニューヨークに渡る。巨匠ソニー・ロリンズのバンドに通算6年間在籍し、ロリンズのレコーディングに参加、世界各地での公演や、カーネギー・ホール、リンカーン・センター、ハリウッド・ボールなどにも出演。Masuoの名が世界に知られることとなる。リー・コニッツ、チック・コリア、エルビン・ジョーンズ、ラリー・ヤングなどビッグアーティストと共演し活躍。爽やかで人なつっこい笑顔、温かく、感性のままナチュラルに伸びやかに歌うギターが魅力。その音楽性は実に懐が深い。1985年よりマンハッタンのソーホーに本格的なレコーディングスタジオ "The Studio" を所有し、そこにこもってサウンド創りに没頭。オーバーダブにより一人で作ったサウンドは、1989年にアルバム『Masuo』として発表。1987年頃からＮＹの新進ミュージシャンをプロデュースする仕事を開始。これ以降の20年ほどの間に、約300タイトルのアルバム制作。知る人ぞ知る名プロデューサーとしても活躍。スタジオでの仕事が忙しくなり思うように演奏活動が出来ないというジレンマに陥った。2008年1月末に The Studio 閉鎖。スタジオの機材は、ペンシルバニア州田舎に持つ湖のほとりの別宅に新設したプライベート スタジオへ移す。演奏活動を本格的再始動の決意で新設 Sunshine Ave. レーベルを立ち上げ、『Life Is Good』を発売。’09年5月Bill MaysとのDuoＣＤの発売に合わせ記念ツアーを開催。　　　　　　　　　　　http://ymasuo.com
＊ＢＩＬＬ　ＭＡＹＳ (ビル・メイズ)；ＰＩＡＮＯ
ニューヨークを代表する1944年カリフォルニア生まれのピアニスト及び作曲、編曲者。
1969年から1980年初期まで西海岸でサラ・ボーン、アル・ジャロー、マリーナー・ショー等と共演し録音を残す。1984年からニューヨークに移り、レッド・ミッチェルとデュオで録音。マーク・マーフィー、ジェリー・マリガン、ボビー・ショー、ロン・カーター、メル・ルイスオーケストラ、ソニー・スティット、アート・ペッパー、ジェームス・ムーディー等偉大なミュージシャンと多数共演する。

現在はソロ、自己のデュオ(バド・シャンク/レイ・ドラモンド)及びトリオ・・・、
ジョー・ロバーノ、フィル・ウッズ等と共に精力的に、ニューヨークはもとより世界中で幅広い活躍を続けている。リーダーアルバム（ソロ・トリオ）を含め何百のレコーディング、TV、映画のサウンドトラックの作品がある。　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.billmays.net/
＊サンシャインアべニューレーベルについて　　　　　　　増尾好秋　　　2008年8月
この２０年間はほとんどの時間を他の人の音楽を作る事に費やして来ました。これからはまた初心に戻り全てを自分の音楽に費やして行こう！そんな心意気で自分の音楽を世の中に発信して行くレーベルを作りました。それが Sunshine Ave. Label です。僕の音楽は６０年代の Jazz に根ざしていますがギター弾きだからロックも好きだし今まで生きて来た時代の全ての音楽から影響を受けています。僕が好きな音楽は気持が清められる様な心に感じる音楽、それに太陽みたいに気持を温めてくれる明るい音楽。音楽には素晴らしいパワーがありますね。音楽で人の心に希望や喜びや感動を与えられたら本望です。Jazz にかぎらずジャンルを超えた音楽を Sunshine Ave. Label から出して行きたいと思っています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　http://masuomusic.com
